
らよいか、それぞれ簡単に各コースのこういった方

面が開けるといった楽しい夢をお話し頂きたいと思

いますg

式部 総合科学部は全国から注目されている学部で、

それなりに卒業生の売れゆきもよいのですが、本当

の活躍というと、まだまだこれからということにな

ります。総合的な訓練の成果を生かして、国内、国

外の各方面で活躍する人がどしどし出てほしい。そ

の基礎は充分できていると思います。教官陣容もと

とのっているわけですから、研究面での成果も大い

に期待されてよい。

鈴木 都市生活というものはこ大人にとってはかな

り忙 しいが、それは学生諸君にとっても同様だと思

います。東広島市はその意味では、■ わヽば、学園の

キャンパスを存分に活用出来る状況ができて、むし

ろプラスの面が発揮できると思います。研究者と、

育とうとする者とのはだの接触が必要なんですが、

それには教官の宿舎も完備してもらい、夜も学生諸

君と接触できるようなものに創ってほしいと思いま

すね。

式部 東広島市への移転について言えば、ある程度

新 しい学園生活が期待出来ると思います。「生活の

場としての大学」というものを私は考えるのですが、

大学とは決して研究室、教室、実験室のみで成り立

つものではない。さまざまの人間的活動が積極的に

展開される場であってほしい。

鈴木 ことし入って来る学生は、移転の準備でザワ

ザワしておちつかないということがあるかと思いま

すが、開拓という事を考えると、初期の人がかえっ

て一番よくのびるものなんですね。

倉石 最初にその場所に行った人間ということにな

りますと、その場所には前例がなく、どんなことで

も出来るという可能性があるわけです。後になって

来た人は前例があり、その前例に従ってゆけばよい

と考えて、あまり物事を考えないことが多いのです。

人間は考えるか考えないかで非常に大きな差がある

ものです。例えば、東広島市に移るとしますと、東

広島市に特有のいろいろなものがあり、街 ぐるみで

の特有な楽 しみがあると思います。都会ではあじわ

えない地域 ぐるみの集りが出来るわけです。そうし

た問題をどのように創って行 くかを考えなが ら新 し

く入って来る人達に自分達の未来の学生生活を創造

をして行ってほしいと思います。

式部 ある程度生活パターンを変える必要があるで

しょう。東広島市に居住して、夕食後にセミナーが

広島大学総合科学部報『 飛翔 』NQ18

開かれるようになると楽しいものになる。

重中 学牛生活の面でも非常にやり易 くなると思い

ます。学園都市という限られた生活圏で過ごすので

すか ら、セミナーやレクリェーションを通じて、学

生と教職員との間の意思の疎通もはかれるのではな

いかと思います。

総合科学部を一言で言うと

司会 そろそろ時間もまいりましたので、最後に、

総合科学部を一言で言 うとどういうものであるか、

先生方それぞれの御意見なり感想をお聞かせ頂けれ

ばと思います。

鈴木 今まで皆さんが一生懸命努力してこられたわ

けですが、総体的に言えば、いささか疲れが出たと   マ

いう時期もあったかと思います。そのために若干の

手ぬかりもあったかもしれませんが、研究者である

我々はもっと有機的に話 し合 うことが必要だと思い

ます。そして、学生と一緒に力を合せて、気迫を持

った学部にしていきたいと思いま―す。

倉石 私も学生さん一人一人がまだ自分で完全に理

解 していないのではないかと思います。例えば、物

理学なら物理学、化学なら化学だけを勉強している

学生さんと違って、色 々勉強しているために、将来

になってみると色々な新しい問題に順応できる性質

を持っているわけです。十年もたってみますと自分

達で自分のすぐれた性質を発見するものだと思いま

す。言いかえれば、つぶしのきくような人間になれ

るような勉強の仕方をやっているのだということで

す。

岡本 学問の仕方によっては非常に将来希望をもて

る学部であり、従って学生は伸ばそうとすればいく   V
らでも学問的に伸ばし得る夢のある学部ですが、反

面なまけようと思えばいくらでもなまけても卒業で   、

きる学部です。

坂本 つぶしがきくという面でも、例えばデーター

が出ていますが、毎年数名の学生が英語の先生にな

っています。外国語諸講座としましては、総合科学

部の創立の理念に沿うような語学に強い学生をつく

りたいと思います。

鈴木 今、実際語学の力はどうですか ?

坂本 弱いです。

鈴木 LL教室などは、学生諸君もかなり活用 して

いるように思いますが__。

坂本 そうです。聞く力・会話力はかなりうまくな
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っていると思いますが、逆に読解力が弱くなってい

る気がします。

司会 一言というところで、まだご発言なさってい

らっしゃらない先生方にお願いいたします。

志村 総合科学部の原点を忘れずに、あらゆる機会

を提えて、たえず、その可能性を追求することにつ

きると思います。その意味では、もっと大胆にコー

スの枠を越えた共同研究の追求が努力されてもよい

と思うし、東広島市への移転もそういう契機として

活かすことが必要だと思う。

重中 最近の社会情勢を反映しているせいか、学生

諸君が入学してか ら卒業するまでに、卒業後の就職

のことを考えて自分の道を選んでいます。すなわち、

厳 しい社会なのですか ら、これは当然のような気が

しますが、もう少 しおおらかな気持で自分が学問を

し研究をするのだという姿勢で、自分なりのものを

何かつかんで欲しいと思います。情報行動科学コー

スの場合は、幸いにコンピューター関係での就職が

良いようです。しか し、例えば最初に教員志望で入

学してきた学生は、あくまでもその気持を持ち続け

て欲 しいと思います。

総合科学部独特の総合性のある教育や研究 こそ、

今後の学校教育に要求されることだと思 うからです。

とにかく、学生諸君が自分の目標に向かって自分な

りのものを何かつかんで卒業 して欲 しいと、ただ、

私はそれだけを願っています。

1年 間をふ り返 って

式部 総合科学部とはどういう意味をもった学部で

あるかということを、学生 も教官もたえず考えて直

していく、そのなかで、最初のところで言った人間

性の立場に立った総合的な研究教育をすすめたいと

思います。学生諸君も自信をもって自己訓練に努力

していただきたい。

力をつけることです。

司会 本 日は、本当にお忙しいところを貴重な時間

を割いて頂き、非常に有効なア ドバイスを重ねて頂

きましてありがとうございました。

司会の不手際で、論じ足 らぬ御不満も多々おあり

かと存 じますが、新入生諸君が、この座談会の記事

を読んで、しっかりとこの四年間を一貫させて、我

が学部の特徴を生か して巣立ってくれる日を期待し

てこの座談会を終りたいと思います。

どうもありがとうございました。

V

ＧＨ／くヽ H総合科学部より愛をこめて〉
～56年度生へ～

ようこそ′広島大学総合科学部へ。御入学本当に

おめでとうございます。さて、新入生諸君、皆さん

は「総合科学部」をどんなイメージで受けとめてい

るのでしょうか。先輩方に聞きましても、私たち自

身で考えてみても、どうも確固たる解答は出て

来ないようです。
′
一般に、学部の学問内容が新鮮で

あることは魅力的である反面、とらえどころがない

と感 じられます。このたび『 飛翔 』では、総合科学

部に一年間籍を置いたうえで、総合科学部をみつめ

直そうと、55生を対象に下記のようなアンケー トを

行ないました。時間的な余裕がなかったことと、編

集部の計画不備のため、55生による座談会を聞くこ

とができなかったことは残念ですが、このアンケー

トの結果と『 飛翔 』学生編集委員11名 (2年 。3年

を含む )の意見が、皆さんがこれか らの大学生活を

送 っていくうえで多少なりとも参考となれば、うれ

しいことと思います。

<Ql> 今一番関心のあることは何ですか′
。進路 (2年次のコ,ス決定・就職 etc)

。クラブ活動 。後期テス ト 。単位 。コンパ

。異性関係 。世界の動き 。自己の確立・哲学
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。旅行 。友人関係 ・ スポーツ ・ 野球 ‐。車

,学部内のもらと多くの人と知り合いたい。

。私は今、何を為すべきか? 。医療問題

。映画 。麻雀 。貯金 。運転免許 。英会話
。いつ童貞を捨てるかということ

。自分の趣味のこと 。SF&ミ ステリ=
oア ントニオ猪木はいう世界プロレス界を統一で

きるか 。希望コースの研究内容 。成人式
。音楽 。受け直した共通一次 。下宿 ・ 健康

。僻地訪問 。春休みの計画

<Q2> あなたは次にあげる5つ のFHEについて、

どの程度満足していますか。 ('81.1.12現 在 )

① 非常に満足している。

② 満足している。

③ 普通。

④ 不満。

⑤ やや不満

▲)自分の専攻したい学問分野が用意されている

こと。
5%                 6%

入学直後
(m522調査

現  在
(81112調 査

B)教育内容が総合的で幅広い人間形成が可能で

あること。

入学直後
(″ )

C)学際領域など新鮮な内容を持つ学部であるこ

と。

入学直後
(  ″  )

D)自分の希望する進路 (就職 。進学 ctc)に有

利であること。

広島大学総合科学部報『 飛翔 』No 18

4%
入学直後
(″ )Э

<Q3> コースの定員に上限が設けられているこ

とについてはどう思いますか 2

・ 仕方がない 。反対 。当然だ

。別によいのではないか。

。やむを得ないが、多少の融通はきかせてほしい。

。仕方がないが、もう少し学生の志向に対応した

定員の枠を作ってほしい。

。総科にはどうしてもそこという意志堅固な人間

ばかりでないか ら、もしオーバーしたら、そう  ｀´ノ

いう人間からcutすべきだと思 う。

O学校側は全員が希望通りのコースヘ行けるよう

な準備を早く備えてほしい。

。自分が行きたくないところにまわされたら大学

での研究が随分味気ないものになると思うと、

こわい。いやですネ !

。成績の点数化によって決定するのは間違ってい

ると思う。

。特に何とも思わない。

O文系は人数的に言って50人が限度だと思う。適

当だと思う。理系は情報行動科学 コースの定員

増をはかるべきだ。

。ほぼ希望通 りに進めるのでそんな不満はない。

必
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にな ったと思 う。

講義 にも出ん
。怠情

・ 理想に基折

・ 人間関係の難 しき
。学部生のま とま りがない
。広大はやは り地方大学だった。
POWERの ある学生も教授
も少ない。

・ 知らん奴が多すぎる

<Q4> 入学後約九か月を経過して大学生活全般
で何か感じることがありますか。

。慢性的なまけ
。自分で時間を|1拓できるようにな
つた

。勉字意歓が少 し高まった
。自主的にや 0べ きだ

。何かやろうという気が失せて

。いつそういいかげんさが頭著
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<Q6> あなたの総合科学部に対する学部感があ

りましたら……。

学部批判 〕

。旧学部と変わりないので

は?

。総合的な学問を目指 して

いるわりにちっとも総合

的でなく、本来の目的か

らはずれているような気

がする。

。看板倒れである。

学部アイデンティティの

"0%22%

期待や誇り〕

。時間はた っぷ ,あ る と

思いながら何もしてい

ない
。大学生活の送 り方の難

しき、時間苺空 しく過
ぎると感 じる

。結構おもしろい
。一番ぃい時だと思う

日

。患友のため悪い遊びをする。
・ 麻雀がうまくなった。
。遊び ぐヽ

‐
たまけぐせがっいた。

<Q5> 今、自分は何をやりたいですか2また、
何を一番やるべきだと思いますか2

。勉強 。読書 。クラブ 。スポーッ o恋愛
。昼寝 。人格形成  0再受験 0仕事 0映画
。本物をつかみたい 。旅 。健康づ くり
。自主性のある生活体系の確立 。理論と実践

・ 下宿を移りたい 。教養を身につける

。SKI 。免許を取るべきだ oバイ ト

OSFす る。ミ不テ リーする。 。合コン

。「創る」ことは大切だと思う 。人間形成
。教養を身につける 。サイクリング

v    
。日本研究へ行って日本史を勉強すること。

。これこそ青春時代にしかできないこと。

・ 充実 した日々を送ること6

。自分が今何を一番やりたいか見つけること。

。いろんな面で知識をつけ、それを活用できるよ

うになること。

。やりたいと思ったことすべて。身についても、

つかなくても、役に立っても立たなくても。

。体力をつけたい。

●プロレスが市民権を得られるように努力したい。

。思想的基礎の充実  。海外にゆくこと。

。人間関係を広げること。

。なまけぐせを治してもっと意欲的に行動するこ

と。

・ 感激したい。高揚したい。

総合科学部生への

批判〕

。いいかげん、 しょ

―もない、全く頼

りない、適当、金

離れが悪い

。アホ

。典型的なモラ トリ

アム学生の集まり

だ

0学生が遊び好き

。共通一次のせいか

どうか知らないけ

れど、平均的な人

間ばかりで、スケ

ー7L/の大きさが感

じられない

。目的のある人間に

1ま すばらしい学部

だと思 う

。全国的にも数少な

い学部であるし、

一種の誇りを感 じ

る。

。自由ですべて自分

のやりたいことが

できるようでいい

。眠れる未来

。居ごち良し
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拡散〕

。支離滅裂

。つかみどころがない

。中途半端

。存在感がない

109%



「 アンケー トの集計を終えて 」

Qlではやはり多かったのは進路の問題と友人・

異性との人間関係、クラブ活動などでした。Q2で
は入学直後 (55年 5月 22日 調査 )の結果とそれほど

はっきりとした差異は現れませんでした。ただ、程

度が「普通」の方へ偏ったということは、入学直後

よりも更に総合科学部というものがわからなくなっ

てきていることの現れと見ることができるかもしれ

ません。次に、新入生の皆さんが総合科学部にはい

って最初に驚かれるであろうコースの定員の問題に

ついては賛成派・反対派 。容認派とどこが多いとい

うこともなく意見はバラバラでした。 (も ちろん希

望や要求はいろいろとありましたが。 )Q4では多

少積極的な意見もありましたが、全般的に解答を見

渡すと、暗いイメージで一種類廃的だなと感 じまし

た。やはり怠惰になったとか、生活が乱れるとかい

う答えが多かったようです。Q5で は、Q4の裏返

しか、勉強・読書・ クラブなど積極的に臨んでゆき

たいし、そうするべきだとみんな考えているようで

す。最後にQ6で、55生の総合科学部観について書

いてもらいました。アンケT卜 を実施した時点で約

9カ 月間総合科学部の中で暮 らした私たちですが、

「よくわからない。」「 とらえどころがない。」と

いう意見が多かったようです。また、「バラバラ」

とか、「団結が強い。」とか、人によってまったく

正反対の意見が出てきたのは面白いことでしたごさ

て、アンケニ ト結果を私だけで眺めてみても、役に

立ちそうなことも書けそうにありませんので、次章

では、『 飛翔 』の学生編集部内でこのアンケー トの

結果について話し合ったことをもとに書いてゆきた
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とクラブ活動のことについて考えてみました。

・研究室

一年生の間、学部内での人間関係というと、学部

内サークルなどもあるけれど、やはり大きなウエイ

トを占めるのは学生研究室の存在でしょう。この研

究室、入学当初は休憩時間に行くあてもない連中が

集って来て、お互いに自己紹介などをしているうち

に次第に友人の輪が広がってゆくという場であった

のですが、研究室へはいらてゆく時期を過しますと、

もうそのメンバーの中へはいってゆくことができな

くなってしまう人もあらわれます:研究室のメンバ

ーにはいらないからと言って、どうこうと言うわけ

ではありませんが、この隔絶が 2年・ 3年になって

も尾を引き、岡職睦納メンバー」と「研究室外の人 」々 v
との間に大きなギャップが生じてしまうことや、大

学祭などで1年生がまとまろうとする時にも、結局

は「研究室内メンバー」中心になってしまうことな

どを考えると、研究室の「たまり場」的存在という

ことに関して考えなおしてみる必要がありそうです。

ここでひとつ言えることは、現在の研究室には指向

性がない (あ くまでも55生の話ですが )ということ

でしょう。これがクラブ活動であれば構成員の目的

意識などが同一方向を向いていて、しかもその取り

組み方は積極的です。56生 の皆さんは、研究室を単

なる「たまり場」としてではなく、もっと発展的に

使える「場」にしてみてはいかがでしょうか。一例

として、遅れて来た者も参加できる「勉強会」など

でもあると、同じ志向の友人で違った意味の、より

積極的なつながりが持てるのではないでしょうか。

・友人関係

いと思います。                   ~般 的に、友人関係のあるべき姿は理想的、道徳

「 学生編集部座談会を終えて」          的に言えば「お互いの知識・考え方をぶつけあうこ

1月 19日 (月 )。 前記のアンケー トをもとにして55  とによって、お互いを精神的に向上させる。」とい

生で座談会を開こうということになっていたのです  うことでしようか。けれども、私たちが友人を求め

が、編集部の手落ちで、そこまで持ってゆくことが  るのは、そんな
颯
目的 )のためでなく、自分に疑問

できませんでした。そこで、『 飛翔 』編集委員の 3  を持っているからかもしれません。寂 しいからなの

年生 1名、 2年生 2名 、 1年生 8名 の声を聞きなが  かもしれまんoだから「寂しくなければそれでいい。」

ら感じたことを書いてゆこうと思います。座談会っ  「多少なりとも自分の心の申のもやもやが、なくな

て言うと堅苦しく感じるかもしれないけれど、気心  ればそれでいい。」と自分で納得できればそれでも

の知れた者同志、結構楽しい雰囲気で本音が出せた  いいのではないでしょうか。「Give and Take」

のではないかと思っています。           の関係なんか気にせず「Take and Take」 の関係

Qlでの悩みと言えば、進路のこと。人間関係・  でも十分なのではないでしょうか。

クラブ活動・哲学などでしょうか。進路については  ・ Q2の問Aに ついて

Q3で触れることにします。それから、哲学という   単なる「満足」や「普通」という好意的解答が大

話になると荷が重すぎますので、ここでは人間関係  半を占めるということは、案外自分の専攻分野のこ

-32-


